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天保年間太陰之圖

　昨秋十月九州の池田氏から，山本手長に宛て・次に揚げた珍重な爲眞に添えて

　下の様な通信があった・天保時代にこんな立派な月面圖が縮かれて居ると思う

　と，一寸，意外な氣がするのではないか！！

　天文同好會が創立満十ヶ年を迎へまことに御同慶に存じます．

　さて，一昨秋，引導熊の時に，九州新聞祉馬上で御講演の後に御目にか

けましナこ太陰圖の挙挙複製を，私は一枚是非貰ひナこいと申込んで置きまし

ナこが，なかなか呉れませぬので其後高木君に會ふ度に催促して居りました

が，今だに丁丁が來ないところを見ると，多分野幌損つナこのだらうと想像

します．先生の方へも恐らく御同様かと存じます．それで今度の十八日の

展覧會に間に合ふやうにと，新聞吐から聞いた阿蘇高杏の高橋某といふの

を手懸りに高下小平校宛に該圖の現所在捜索を依頼しました．幸に十一日

に至って所有者が分つナこ通知に接しましたので，十二日早速出掛けて骨貝

小畔校長岩下平氏同じく實業公民學校教論本田他人長平氏の御蓋力により

複爲の目的で借り受ける事が出來ましtこ．所有者の氏名は島田幾次郎と申

し，明治四十一年半滋賀縣下に在住の時，手に入れたとの事です．

今日複爲原板と印書とが出來ましたから原板二枚と印書三枚を客車便で京

大理工部天文學教室貴名宛御逸り致します．若し聞に合へば此の原板でプロ

マaドの全紙に御引延しになれば．月面日割は汁物大に出撃ます，（径39cm）

　若し御研究の結果眞に學術上貴重な資料といふ事が分りましナこら，保管

の方法に就いて遣、考へねばならぬと存じます。今の所有者の住宅は田舎町

で，可なり雑題ですから火災等の心配もあり，如何しても大頭の有に心す

るのが一番安全と考へます．そして，それは必ずしも六ケしい事ではなさ

さうに思へますから御内意があれば交渉の任に二っても宜しうございます。

新聞紙上で無闇に書き立てると何かと支障が起りますから落付くべき虎に

落付く迄は一切何事も獲表せぬ心算です．貢方も其邊御含置き下さる様．

御願致します．先は取急ぎ右御報申上けます．　　　池田一幸
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天保年間太陰の圖

太　陰　の　圖　（天　保　時　代）

　紀正民書　島田幾次郎藏
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天保年間太陰の圓
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